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東電廃炉資料館にて事故原因を学んだ

今回：学びの共有と提案



事故の発生原因に共感できる気がした

大津波のリスク
はどれくらい？

「数百年に一度」のリスク判断は難しい

Risk100%Risk0%

出典：東京電力ホールディングス



除去土壌の最終処分はどうする？

認知度の低さに大きな課題

出所：ハフポスト日本版

https://www.huffingtonpost.jp/entry/kankyosyo-fukushima_jp_6440ad96e4b039ec4e7caa19


科学技術の内容はハードルが高いためと推測

原発の議論に国民が混ざれていない

分かる人（国・電力会社・専門家）の間で議論が閉じている



国民からの議論・監視が機能する状態へ

提案：国民が科学的議論に混ざれる環境づくり

サイエンスコミュニケーションの強化が必要
（科学技術を専門家-非専門家間で橋渡しする分野）

技術的議論



ご清聴ありがとうございました

学び：除去土壌の正しい理解と
事故を元にした原発の運用改善

提案：サイエンスコミュニケーション
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